
愛
西
市
３
月
議
会
で
は
、
平
成

28
年
度
予
算
、
施
設
利
用
料
値
上

げ
の
条
例
な
ど
、
35
議
案
が
審
議

さ
れ
、
す
べ
て
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

平
成
28
年
度
予
算
は
、
１
９
０

億
円
台
の
予
算
編
成
に
す
る
た
め

歳
出
が
削
ら
れ
ま
し
た
。
市
民
の

活
動
に
か
か
わ
る
補
助
金
の
削
減
、

市
の
財
産
で
あ
る
「
人
」
を
育
て

る
教
育
に
か
か
わ
る
補
助
金
の
削

減
な
ど
、
昨
年
度
以
上
に
市
民
に

冷
た
い
予
算
と
な
り
ま
し
た
。

教
育
に
か
か
わ
る
補
助
金

軒
並
み
削
減

キ
ャ
ン
プ
補
助
金
、
自
然
教
室

の
補
助
金
の
廃
止
は
、
記
憶
に
新

し
い
と
こ
ろ
で
す
が
、
今
年
度
予

算
で
は
、
修
学
旅
行
費
補
助
金
な

ど
、
小
中
学
校
あ
わ
せ
て
、
14
の

補
助
金
、
計
３
６
２
万
９
０
０
０

円
が
削
減
さ
れ
ま
し
た
。

「
補
助
金
削
減
」

3
年
間
で
９
０
０
０
万
円

ま
の
議
員
の
一
般
質
問
の
中
で
、

市
は
、
各
種
補
助
金
を
「
平
成
30

年
度
ま
で
の
３
年
間
で
縮
減
を
進

め
る
」
と
答
弁
。
平
成
27
年
度
約

５
億
４
０
０
０
万
円
を
４
億
５
０

０
０
万
円
ま
で
９
０
０
０
万
円
の

削
減
を
目
標
に
し
て
い
ま
す
。

市
民
団
体
に
は
ダ
ブ
ル
パ
ン
チ

文
化
や
体
育
に
関
わ
る
市
民
団

体
、
地
域
活
動
を
行
っ
て
い
る
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
な
ど
へ
の
補
助
金
も

カ
ッ
ト
。
29
年
度
の
使
用
料
値
上

げ
も
あ
り
、
ま
さ
に
ダ
ブ
ル
パ
ン

チ
。
「
会
費
を
値
上
げ
し
な
け
れ

ば
」
と
の
声
も
上
が
っ
て
い
ま
す
。

「
企
業
誘
致
費
用
」

１
億
３
５
０
０
万
円

企
業
誘
致
の
た
め
の
整
備
事
業

は
、
今
年
度
１
億
３
５
０
０
万
円

を
投
資
し
ま
す
。
昨
年
度
の
事
業

費
、
今
後
の
優
遇
税
な
ど
を
含
め

る
と
約
４
億
円
の
投
資
に
な
り
ま

す
。
こ
の
費
用
を
回
収
す
る
の
に

約
26
年
か
か
り
ま
す
。

雇
用
創
出
効
果
は
疑
問

市
は
、
地
域
活
性
化
対
策
と
し

て
企
業
誘
致
を
進
め
て
い
ま
す
が
、

隣
の
稲
沢
市
で
は
、
５
億
円
の
費

用
を
費
や
し
て
企
業
誘
致
を
行
い

ま
し
た
が
、
平
成
27
年
度
の
稲
沢

市
在
住
の
新
規
雇
用
は
、
数
人
で

し
た
。

日
本
共
産
党

「
財
政
不
足
理
由
に

市
民
負
担
を
押
し
付
け
る
な
」

「
子
育
て
を
Ｐ
Ｒ
す
る
と
い
い

な
が
ら
、
医
療
費
助
成
の
拡
大
を

行
わ
ず
、
自
慢
の
教
育
助
成
も
削

減
す
る
。
今
後
の
財
政
不
足
を
理

由
に
市
民
活
動
へ
の
補
助
を
カ
ッ

ト
し
な
が
ら
、
企
業
誘
致
で
は
、

行
き
過
ぎ
た
税
制
優
遇
を
行
う
な

ど
、
愛
西
市
の
将
来
に
向
か
っ
て

問
題
の
あ
る
予
算
だ
」
と
反
対
し

ま
し
た
。
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愛西市委員会

日
本
共
産
党
議
員
団
「
厳
し
く
批
判
」

市民に負担増！愛西市予算

教育や市民活動の予算カット
教育補助金の削減

■ＰＴＡ活動運営費補助金

学校割 １０万円→８万円

児童割 １８０円→１５０円

■クラブ活動補助金

中学校１クラブ

３万円→２万７千円

■生徒指導補助金

学校割 ２万５千円→２万円

生徒割 ６００円→４２０円

■修学旅行補助金

小学６年３５００円→３０００円

中学３年５０００円→４５００円

企業誘致費
約４億円

■総費用 397,000,000円

・整備費 250,000,000円

・誘致支援費（年額推計）
立地促進奨励金(３年) 35,000,000円
雇用促進奨励金(２年) 21,000,000円

■実質収入（年額推計）

15,000,000円

・固定資産税収入 50,000,000円

・交付税減額 ▲35,000,000円

※総費用を実質収入増分でまかなう

ためには約26年かかる。

平成28年度予算で実現！

■市内全ての街灯のＬＥＤ化

（平成28年度調査・29年度実施）

■親水公園グラウンド、スポーツセンター整備

■「ふるさと納税」返礼品を充実

日本共産党市議団が要求してきた

市民要望が実現！

平
成
28
年
度
予
算

この予算は問題だ！
■負担増で活動縮小も

「使用料も取られ、補助金も削減で

は、活動を減らせと言われているよ

うなもの」 （コミュニティ役員）

■企業誘致に巨額投資は問題

「地域活性化策といいながら、巨額

の資金を投資することは、愛西市の

将来にどのような影響を与えるのか

不安だ」 （男性・須依町）

■保育料値上げで家計は火の車

「子育てはお金がかかる。共働きで

やっと生活できる。保育料の値上げ

はやめてほしい」（女性・草平町）

ひど
い！

大丈夫？



市
は
、
平
成
29
年
度
か
ら
公
民

館
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
、

体
育
館
、
運
動
場
な
ど
公
共
施
設

利
用
料
を
値
上
げ
す
る
議
案
を
議

会
に
提
出
。
団
体
補
助
金
も
削
減
。

ス
ポ
ー
ツ
団
体
か
ら
は
「
有
料

化
は
仕
方
が
な
い
が
、
こ
の
料
金

で
は
や
っ
て
い
け
な
い
」
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
団
体
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

役
員
な
ど
か
ら
「
活
動
が
大
変
に

な
る
。
何
と
か
な
ら
な
い
か
」
と

相
談
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

ま
の
和
久
議
員
は
、
「
市
民
活

動
へ
の
影
響
が
大
き
い
。
体
育
施

設
の
利
用
料
は
急
激
す
ぎ
る
と
の

声
も
あ
る
。
急
が
ず
再
考
を
」
と

見
直
し
を
求
め
ま
し
た
。

企
画
部
長

「
期
限
付
き
で
一
部
５
割
減
免
」

企
画
部
長
は
「
パ
ブ
リ
ッ
ク

コ
メ
ン
ト
で
一
番
多
か
っ
た
意
見

は
、
一
定
の
理
解
は
し
つ
つ
も

『
再
考
し
て
ほ
し
い
部
分
が
あ
る
』

だ
っ
た
。
そ
こ
で
、
市
内
の
中
学

生
以
下
ま
た
は
65
歳
以
上
の
団
体

の
定
期
的
な
活
動
は
、
経
過
措
置

と
し
て
、
３
年
間
５
割
減
額
の
取

り
扱
い
を
追
加
す
る
」
と
答
弁
。

ま
の
議
員
「
近
隣
は
無
料
や

５
割
減
免
が
基
本
」
と
批
判

減
免
規
定
を
、
こ
れ
ま
で
の
５

割
か
ら
３
割
に
改
悪
す
る
こ
と
に

つ
い
て
、
市
の
「
近
隣
（
津
島
市
）

を
参
考
に
し
た
」
と
の
答
弁
に
対

し
、
ま
の
和
久
議
員
は
、
「
見
直

し
を
進
め
て
い
る
稲
沢
市
や
あ
ま

市
は
町
内
会
の
会
議
は
無
料
、
定

期
的
な
活
動
を
行
う
団
体
は
５
割

減
免
と
し
て
い
る
。
市
の
対
応
は

あ
ま
り
に
ひ
ど
い
」
と
批
判
。

市
長
「
運
用
は
こ
れ
で
」

市
長
は
、
「
状
況
を
み
て
３
年

後
に
見
直
す
が
、
運
用
は
こ
れ
で

お
願
い
す
る
」
と
答
え
ま
し
た
。

団
体
補
助
金
の
公
表
と

市
民
活
動
に
支
援
を

ま
の
「
使
途
は
公
開
し
、
中
身
は

や
る
気
の
出
る
よ
う
に
」

ま
の
議
員
は
、
団
体
の
補
助
に

つ
い
て
、
「
目
的
・
事
業
を
明
確

に
し
て
助
成
し
、
基
準
や
額
の
公

開
が
必
要
だ
」
と
質
問
。

企
画
部
長

「
公
開
は
考
え
て
い
な
い
」

企
画
部
長
は
「
補
助
金
の
目
的

や
額
は
交
付
要
綱
で
公
開
さ
れ
て

い
る
。
団
体
補
助
に
つ
い
て
特
に

公
開
は
考
え
て
い
な
い
」
と
答
え

ま
し
た
。

ま
の
「
活
動
支
援
に

市
民
活
動
セ
ン
タ
ー
設
置
を
」

ま
た
、
ま
の
議
員
は
「
活
動
を

保
証
す
る
対
策
を
。
あ
ま
市
の
よ

う
な
市
民
活
動
セ
ン
タ
ー
設
置
を
」

と
求
め
ま
し
た
。

企
画
部
長

「
セ
ン
タ
ー
設
置
考
え
て
い
な
い
」

企
画
部
長
は
「
情
報
提
供
や
ア

ド
バ
イ
ス
な
ど
の
き
め
細
か
い
サ

ポ
ー
ト
を
行
い
活
動
を
後
押
し
し

た
い
。
支
援
は
市
民
協
働
課
と
担

当
課
で
行
う
」
と
答
弁
し
ま
し
た
。

旧
永
和
荘
に
愛
知
県
が
防
災
拠

点
を
整
備
す
る
こ
と
を
発
表
し
ま

し
た
。

か
と
う
敏
彦
議
員
は
、
２
０
１

４
年
３
月
議
会
で
、
永
和
荘
跡
地

に
蟹
江
町
の
「
希
望
の
丘
広
場
」

の
よ
う
な
避
難
場
所
と
し
て
の
整

備
を
求
め
て
い
ま
し
た
。

今
後
、
防
災
拠
点
の
整
備
を
進

め
る
に
あ
た
っ
て
、
「
市
民
の
意

見
を
聞
き
、
地
元
住
民
や
市
民
が

利
用
で
き
る
よ
う
に
整
備
を
」
と

求
め
ま
し
た
。

総
務
部
長
「
県
と
協
議
し
た
い
」

総
務
部
長
は
「
市
民
が
利
用
で

き
る
施
設
整
備
に
つ
い
て
は
、
今

後
、
県
と
協
議
を
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
る
。
こ
の
整
備
に
関

し
て
い
た
だ
い
た
ご
意
見
は
、
適

宜
県
に
伝
え
て
い
き
た
い
」
と
前

向
き
な
回
答
で
し
た
。

消
防
団
応
援
事
業

４
月
か
ら
実
施

か
と
う
「
地
元
説
明
会
の
開
催
を
」

現
在
、
市
内
各
地
で
消
防
団
員

の
募
集
が
困
難
な
状
況
が
う
ま
れ

て
い
ま
す
。
か
と
う
議
員
は
地
元

の
古
瀬
町
の
例
を
挙
げ
、
団
員
確

保
へ
対
象
者
の
把
握
や
地
元
で
の

説
明
会
開
催
を
求
め
ま
し
た
。

消
防
長
「
要
望
が
あ
れ
ば
実
施
」

消
防
長
は
、
「
入
団
可
能
な
該

当
者
は
把
握
し
て
い
る
。
要
望
を

い
た
だ
け
れ
ば
説
明
会
を
実
施
す

る
」
と
答
え
ま
し
た
。

か
と
う
「
消
防
団
の
応
援
事
業
を
」

ま
た
、
か
と
う
議
員
は
、
消
防

団
員
の
確
保
へ
地
域
の
協
力
が
必

要
だ
と
「
豊
橋
市
で
は
、
消
防
団

員
の
証
明
を
み
せ
る
と
協
力
店
で

優
待
の
サ
ー
ビ
ス
が
受
け
ら
れ
る

報
道
が
あ
っ
た
が
、
愛
西
市
で
も

で
き
な
い
か
」
と
質
問
。

消
防
長
「
応
援
事
業
所
実
施
す
る
」

消
防
長
は
、
「
愛
西
市
消
防
団

応
援
事
業
所
設
置
要
綱
」
を
制
定

し
、
平
成
28
年
４
月
よ
り
運
用
を

開
始
さ
せ
て
い
た
だ
く
」
と
答
え

ま
し
た
。
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旧
永
和
荘
の
防
災
拠
点

市
民
が
利
用
可
能
に

かとう敏彦

議員

【
日
本
共
産
党
議
員
の
一
般
質
問
か
ら
】

島田浩副議長の飲酒後運転問題

河合かっぺい議員、政治倫理審査会で、

島田副議長の辞任を求める

政治倫理審査会では、私は、「厳重注意処分」後
の進退について、会派離脱では不十分と、副議長辞
任を求めましたが、処分が妥当とする多数派が、審
議の両論の併記を主張し、政治倫理に反するかどう
かの結論を出しませんでした。

県警からのＦＡⅩについては、島田副議長の言い
分を認め、「破棄」したことは軽率で
あったが、新たな処分をするほどでは
ないとしました。県警は、共産党市議
団の情報公開請求に「作成または、取
得していない」と回答しており、全く
矛盾しています。

その答申を受け、議長は「厳重注意
処分」妥当はであり、副議長を辞任す
ることに当たらないと結論づけました。

市
民
活
動
を
困
難
に
す
る

利
用
料
値
上
げ
は
見
直
せ

まの和久

議員

旧永和荘の防災拠点計画

■整備期間

平成28年度調査

平成29年度から整備

■整備内容

土地を３ｍかさ上げ

大型ヘリポート、防災倉庫を建設

平成29年度からの
施設利用料値上げ

■対象

市の文化会館・公民館、コミュニ

ティセンター、農村環境改善セン

ター、農業管理センター、体育施

設（学校体育館は除く）

■値上げ

平均使用料の最大1.5倍から1.7倍

（これまで無料だったところは有

料に。一部値下げも）

■減免措置改悪

市補助団体 ５割減免→３割減免

（市内の中学生以下または65歳以

上の団体の定期的な活動は、経過

措置として、３年間だけ５割減額）

ヒド
イ！

河合かっぺい

議員


